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全体は， I r謡』とは何かJ I前漢初期の『歌』とその予言性J I前漢の『謡』と『予言jJ I後漢の『謡』と『予言jJ
Ir童謡』と焚惑J I中国古代の予言j の全六章から成る。分量は， 400字詰め原稿用紙に換算して，約720枚である。
第一章 Ir謡』とは何かJ においては，まず「謡」に関する研究史を整理し，従来の研究が，比較的早くから「謡J
(特に「童謡J) に注目しながらも，単に「謡J の存在を表層的に指摘するだけで，個々の「謡」に対する入念な検討
を行っていないことを明らかにする。次に， I謡J の起源と定義とについて， r列子j r国語j r左伝』などの記載を手
がかりに， I謡」が周代には既に存在し， I童謡J I民謡J I百姓謡j などとも呼ばれていたこと，誰が作ったのかを特
定できない点に最大の特色を有すること，時の統治者に大きな批判を加えたこと， I謡J を作りうたう者も社会に与え
るその影響力を知悉していたこと，などの特色を指摘している。
また， I謡j の歴史的展開を四段階に分別している。即ち (1)災異説以前の「謡J-災異説以前の原始天人相関思想、の
「謡J ， (2)災異説の影響下の「謡」 原始的な「予言j と災異説とが結合した「謡J ， (3)識緯説隆盛期の「謡J - I謡」
の最盛期， (4)焚惑(火星)と結合した「謡」 神託としての「謡J，の四類であり，それらを時代に比定すれば， (1) は









































次に，秦の滅亡や始皇帝の死を予言した「亡秦者胡也J I始皇帝死而地分J I今年祖龍死J などの文が含む暗喰の分







































なお，平成10年 1 月 13 日(火)に実施した所定の学力確認試験に，本申請者は合格した。
本審査委員会は，本論文が博士(文学)の学位に十分に値すると認定する。
-67-
